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―

　子
ど
も
は
地
域
の
宝
、子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に

　

―

飯
田
市
で
は
、子
育
て
支
援
に
関
す
る
取
り
組
み
を
計
画
的
に
進
め
る
た

め「
す
く
す
く
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、保
健
、福
祉
、教
育
、産
業
、建
設
な
ど

様
々
な
分
野
で
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、こ
れ
ま
で
の
前
期
行
動
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、時
代
に
即
し

た「
新
す
く
す
く
プ
ラ
ン
後
期
計
画（
５
年
計
画
）」を
策
定
し
ま
し
た
。

飯
田
市
に
お
け
る
少
子
化
対
策
と
前
期
行
動
計
画

　　

              

　　　　　平
成
６
年
、国
の
少
子
化
対
策
と
し
て『
今
後
の

子
育
て
支
援
の
た
め
の
施
策
の
基
本
的
方
向
に
つ
い
て「
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ

ン
」』が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
「
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」は
、子
育
て
を
夫
婦
や
家
庭
だ
け
の
問
題
と
と

ら
え
る
の
で
は
な
く
、地
方
公
共
団
体
を
は
じ
め
、企
業
・
職
場
や
地
域

社
会
も
含
め
、社
会
全
体
で
子
育
て
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　これ
を
受
け
て
飯
田
市
で
は
、平
成
８
年
に「
飯

田
市
児
童
育
成
計
画（
す
く
す
く
プ
ラ
ン
）」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
　この
計
画
で
は
、晩
婚
化
時
代
の
少
子
化
対
策
と
し
て
、乳
幼
児
や

１
、２
歳
児
の
保
育
所
の
拡
大
、
保
育
所
開
所
時
間
の
見
直
し
、
延
長

保
育
の
充
実
な
ど
、「
保
育
事
業
の
拡
充
」を
中
心
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

核
家
族
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、

「
育
児
に
自
信
が
持
て
な
い
家
庭
」へ
の
対
応
が
新
た
な
課
題
と
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、平
成
１７
年
に
は
、「
次
世
代
育
成
支
援
飯
田
市
行
動
計
画

（
新
す
く
す
く
プ
ラ
ン
）前
期
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
　従
来
の「
保
育
事
業
の
拡
充
」に
加
え
、地
域
の
子
育
て
支
援
拠
点

で
あ
る「
つ
ど
い
の
広
場
」の
設
置
運
営
や
、養
育
支
援
家
庭
訪
問
活
動

な
ど
の「
在
宅
育
児
支
援
」を
中
心
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　　あ
わ
せ
て
保
育
料
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、子
ど
も
医
療
費
の
助
成

を
拡
大
す
る
な
ど
、子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
施
策
に

も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　　　すく
す
く
プ
ラ
ン
後
期
計
画

新新新

■
放
課
後
に
帰
宅
し
て
も
家
族
が
い
な
い
小
学
生
の

居
場
所
と
し
て
、
児
童
館
、
児
童
セ
ン
タ
ー
、
児
童
ク

ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。

　　丸
山
、竜
丘
、下
久
堅
地
区
で
は
、学
校
施
設
を
利

用
し
て
、
地
域
の
人
た
ち
が
協
力
し
合
っ
て
子
ど
も

た
ち
を
育
む「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」の
取
り
組
み
も

は
じ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
時
間
が
た
つ
の
を
忘
れ
る
く
ら
い
熱

中
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
〜
26
年
度

平
成
22
年
度
〜
26
年
度

平
成
22
年
度
〜
26
年
度

■
子
ど
も
が
発
熱
や
風
邪
、
水
ぼ
う
そ
う
な
ど
の
病

気
で
、保
育
所
や
学
校
を
休
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、ど
う
し
て
も
仕
事
が
休
め
な
い
と
い
っ
た
時
に
、

子
ど
も
を
預
か
っ
て
く
れ
る「
病
児
保
育
施
設（
お
ひ

さ
ま
は
る
る
）」が
健
和
会
病
院
内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

※

関
連
記
事
は
、「
広
報
い
い
だ
４
月
１
日
号
、
１５
日

号
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
の
施
設
に
は
保
育
士
、
看
護
師
が
常
駐
し
て
い
ま

す
。

お手玉づくりで生地のアイロンがけをする
　－　竜丘放課後子ども教室　－

広い空間もある充実した施設
－　おひさまはるる　－
広い空間もある充実した施設
－　おひさまはるる　－

エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン

す
く
す
く
プ
ラ
ン

新
す
く
す
く
プ
ラ
ン
前
期
計
画
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　子
育
て
支
援
に
関
す
る
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

●
子
育
て
に
は
経
済
的
な
負
担

が
大
き
い
と
い
う
意
見
が
多

く
あ
り
ま
す
。こ
れ
に
対
し

て
は
「
保
育
料
の
軽
減
」

や
「
子
ど
も
医
療
費
の
助

成
拡
大
」
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
後
も
そ
の
継

続
や
拡
充
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

●
発
達
の
遅
れ
や
偏
り
に
関

す
る
相
談
件
数
が
増
え
て

き
て
お
り
、
援
助
が
必
要
な

子
ど
も
に
対
す
る
支
援
の
充

実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
「
乳
幼
児
健

診
」
を
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、
成
人
に
い
た
る
ま
で

の
一
貫
し
た
個
別
支
援
シ
ス

テ
ム
の
構
築
が
必
要
で
す
。

前
期
行
動
計
画
の
総
括（
成
果
）と
課
題

　
　平
成
１７
年
に
１
・
５２
ま
で
落

ち
込
ん
で
い
た
飯
田
市
の
合
計

特
殊
出
生
率
は
、
平
成
２０
年
に

１
・
７０
ま
で
回
復
し
て
き
て
い

ま
す
。
国
や
県
と
比
較
し
て
も

高
い
数
値
と
な
っ
て
お
り
、
県

の
伸
び
が
横
ば
い
で
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
、そ
の
伸
び
は
大

き
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

合計特殊出生率
　
　平
成
２１
年
に
実
施
し
た
市

民
意
識
調
査
に
お
い
て
も
、

「
子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
ま

ち
だ
と
思
う
」
が
６０
・
７
％（
前

年
比
１４
・
９
ポ
イ
ン
ト
増
）、「
子

ど
も
を
産
み
や
す
い
環
境
の
ま

ち
だ
と
思
う
」
が
２６
・
５
％（
前

年
比
１１
・
５
ポ
イ
ン
ト
増
）と
前

年
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　　この
結
果
は
今
ま
で
実
施
し

て
き
た
施
策
の
成
果
の
表
れ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
「
在
宅
育
児
支
援
」
を
重
点

と
し
た
前
期
計
画
に
お
い
て
、

一
方
で
取
り
組
み
が
進
ま
な

か
っ
た
も
の
と
し
て
は
、「
病
児

病
後
児
保
育
」「
事
業
所
に
お

け
る
子
育
て
支
援
」「
地
域
に

お
け
る
子
育
て
支
援
」
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

保育所、幼稚園における発達に関する相談数

●
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
利

用
ニ
ー
ズ
が
約
６
割
と
な
っ

て
い
ま
す
。「
子
ど
も
同
士

が
交
流
で
き
る
場
に
望
む

こ
と
」と
し
て
「
子
ど
も
同

士
で
自
主
活
動
が
で
き
る

場
」
が
最
も
多
く
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

●
飯
田
市
の
女
性
の
就
業
率
は

全
国
や
長
野
県
に
比
べ
て
高

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。さ
ら

に
就
労
し
て
い
な
い
母
親
の

約
８
割
は
就
労
希
望
を
持
っ

て
お
り
、子
育
て
中
の
母
親

の
就
労
支
援
が
必
要
で
す
。

●
子
ど
も
や
青
少
年
に
関
す
る

問
題
の
原
因
や
背
景
に
、
家

庭
の
教
育
力
の
低
下
を
指

摘
す
る
意
見
が
多
い
中
で
、

子
ど
も
の
し
つ
け
や
安
全
に

対
し
て
地
域
の
協
力
を
望
む

声
が
半
数
を
超
え
て
い
ま

す
。引
き
続
き
交
通
安
全
対

策
や
防
犯
対
策
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち

が
放
課
後
や
長
期
休
暇
中

に
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
の

充
実
な
ど
、
地
域
に
お
け
る

子
ど
も
の
見
守
り
活
動
を

推
進
し
ま
す
。

子ども同士が交流できる場に望むこと

女性の年齢別就業率の推移
（％）

（歳）

（％）

（人）

1.0

1.5

2.0

全国 長野県 飯田市

Ｈ20Ｈ19Ｈ18Ｈ17Ｈ16Ｈ15

0

20

40

60

80

100

全国

長野県

飯田市

55～5950～5445～4940～4435～3930～3425～2920～2415～19

0

100

200

300

400

500

600

700

800
女子

男子

Ｈ20Ｈ19Ｈ18Ｈ17Ｈ16Ｈ15

0 5 10 15 20 25 30 35 40
その他

子ども自身が悩みを相談できる場
大人が子どもを見守れる場

土日に子ども同士で自主活動などができる場
自由に学習や、音楽、ダンスなどができる場

子どもに遊びを教えたり、しつけをしてくれる場
子ども同士で自主活動などができる場

ー 子育ち・子育てを支えあう
「結いのまち飯田」 ー 

結いでひとなる飯田っ子
※「結い」＝地域の共同作業

「ひとなる（人成る）」＝一人前になる

後期計画基本理念後期計画基本理念後期計画基本理念

後期計画では、「地育力によるここ

ろ豊かな人づくり」を推進し、子どもの

育ちを地域全体で応援する取り組み

を大切にしたいと考えています。

保護者をはじめ、市民、事業所、市

民活動団体、行政など地域に暮らす

すべての皆さんが協働して、安心して

楽しく暮らせる「地域のみんなで支え

あう子育ち・子育てのまち」をめざし、

基本理念を次のように定めます。
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新すくすくプラン後期計画内容新すくすくプラン後期計画内容

若者が結婚に希望を持ち、子どもを持った保護者には保育・教育等の充実を図るとともに、子育てをする親
同士の交流の場や地域の子育て支援に関する情報を提供します。そして、子育て支援のネットワークづくり
により、安心して子育てができる継続的な子育て支援を図ります。

家庭の子育ち・子育てを応援するまちづくり

妊婦・小児医療の充実や子どもの医療費助成などにより経済的な負担の軽減を図るとともに、安心して子
どもを産み、子育てができる家庭や地域の環境づくりを推進します。
心身の発達に遅れや偏りがある子ども、障がいのある子どもの健やかな成長を支援します。また食を通し
た子どもの健全育成を推進します。

子どもの発達と親子の健康を支えるまちづくり

① 相談・支援体制の拡充
　　・子育て相談、支援体制を一元化
　　・外国籍保護者に対する文書の翻訳や通訳者の派遣
　　・結婚相談の支援体制を強化
　　・福祉、医療、教育、警察などのネットワークによる児童虐待防止、要保護児童の支援
　　・幼、保、小、中が連携し、集団生活になじめない子どもや不登校児童の状況把握、予防体制の取り組み

② 在宅育児応援サービスの拡充
　　・ファミリーサポートセンター協力会員の拡大・充実
　　・ファミリーサポートセンターの利用料負担の軽減の検討　
　　・養育が困難な家庭に対する家庭訪問
　　・保育所による一時預かりの利用促進

③ 子育ての経済的負担の軽減
　　・保育園同時入所の場合、第２子の保育料を半額、第３子は無料化（幼稚園も同程度）
　　・子ども手当（児童手当）の支給
　　・経済的理由で就学困難と認められる保護者に対する学用品、給食費等の一部を援助
　　・奨学金の貸与

④地域子育て支援拠点の拡充
　　・公共施設の空きスペースなどを利用した「つどいの広場」の拡充と、常駐する子育てアドバイザーによる支援
　　・全地区で、０歳児親子を対象にした乳幼児学級の実施、充実

新すくすくプラン後期計画内容

①一貫した発達支援体制の整備
   ・保健、医療、福祉、教育の専門職による乳幼児期から１８歳までの一貫した発達支援
　　・医療機関、養護学校、高校、小中学校の特別支援学級等との協働
　　・安心して出産できる体制づくり
　　・新生児～２ヶ月児訪問と乳幼児健診の充実
　　・あそびの広場、発達支援学級、在宅生活支援（児童デイサービス）の拡充
　　・障がいのある児童・生徒の将来を見通した就学指導、支援体制の整備

②食育活動の推進
　　・食農体験や給食を通しての食育
　　・公共施設における地元食材の利用推進

③医療費助成の拡充
　　・子ども医療費給付の受給対象を中学３年生まで拡大
　　・妊婦健診費の助成
　　・不妊治療費の助成

④子育ての学びあいの推進
　　・パパママ教室の実施
　　・乳幼児学級及び乳幼児教育支援事業
　　・地元高校生による乳幼児ふれあい体験

■問い合わせ　
　　子育て支援課　内線5324新すくすくプラン後期計画内容

新

拡

拡

拡

拡

拡

拡

拡

拡

拡

拡

拡

拡

拡

拡

拡

新

※　　　　は新規事業、　　　は拡充事業拡新
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子どもの健全育成に向け、地域の特色を活かした体験活動の場の提供や、地域ぐるみで子どもの見守り活
動を行うなど、地域において子育ち、子育てを応援する活動を推進します。

子どもや子育て家庭にやさしいまちづくり

子どもが成長とともに豊かな人間性、健康と体力、確かな学力を育んでいくとともに、家庭や地域において、
子どもの視点に立った大人と子どもの豊かな人間関係を育むために、地域の環境整備や世代間交流を推進
します。

子どもの健やかな成長を支えるまちづくり

仕事と家庭生活の時間のバランスがとれた、多様な働き方の実現をめざします。そして、事業所にとっても、
子育て支援が有益になるような情報の提供や支援に努めます。

子育てと仕事の両立を支えるまちづくり

①放課後子どもプラン推進事業
　　・児童館、児童センター、児童クラブの運営
　　・放課後子ども教室の拡充

②子どもたちが自ら取り組む活動の推進
　　・子どもたちが自ら企画、運営できる活動や居場所づくりのモデル事業を実施　
　　・乳幼児ふれあい体験学習

③地育力による子育ち応援の推進
　　・体験活動、キャリア教育の実施

①親の就労支援の拡充
　　・病児、病後児保育の実施
　　・児童養護施設などで一定期間、養育（短期支援）を実施
　　・老朽化した幼稚園、保育所の施設整備
　　・３歳未満児保育の受け入れ枠を拡大
　　・長時間・延長保育の実施
　　・休日保育の実施
　　・父子家庭への手当の支給拡大
　　・放課後子どもプランの推進

②事業所による仕事と家庭生活の調和を図る「ワーク・ライフ・バランス」事業の推進
　　・事業所における行動計画の策定を促進
　　・経営者向け子育てセミナーの開催
　　・事業所に対する「ワーク・ライフ・バランス」研修講師の派遣
　　・ワーク・ライフ・バランス優良事業所の表彰
　　・事業所内保育など企業の実情に合わせた子育て支援活動を支援

①地域のみんなで支え合う子育ち・子育ての推進
　　・親、市民、地域、事業者等が自ら子育ち、子育てを応援しようとする活動のモデル事業を実施
　　・家庭教育支援及び家庭教育啓発
　　・地域の子育て応援情報の発信
　　・県全体で取り組む「ながの子育て家庭優待パスポート事業」への参加
　　・中山間地域への住宅供給
　　・ベビーベッド付き多目的トイレや、歩道、スロープなどの整備

②地域の連携による子育ち応援の推進
　　・地育力向上連携システムの推進
　　・放課後子どもプランの推進
③安心安全のまちづくりの推進
　　・青少年育成センターの運営
　　・民生児童委員による生後４ヶ月頃の家庭訪問
　　・地域での子どもの見守り活動の拡大充実
　　・警察、学校、地域、家庭での不審者情報等の共有

新

拡

新

新

拡
拡

新

新

新

新

新

新

新

拡

拡
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飯
田
市
は
、河
岸
段
丘
等
の
変
化
に
富
ん
だ
地
形
に
あ
り
、山
間
地
域
で
は
傾
斜
の
急
な
山
を

背
後
に
も
つ
起
伏
の
激
し
い
地
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
梅
雨
や
台
風
の
時
季
を
迎
え
ま

す
。自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
地
形
を
知
り
、予
報
や
警
報
に
気
を
配
り
行
動
す
る
の
が
備
え
の

第
一
歩
で
す
。

昭
和
３６
年
６
月
に
起
き
た
災
害
（
３６
災
害
）で
は
、
台

風
６
号
の
接
近
に
伴
い
活
動
が
活
発
と
な
っ
た
梅
雨
前

線
が
集
中
豪
雨
を
も
た
ら
し
、
天
竜
川
の
氾
濫
や
土
砂

災
害
を
発
生
さ
せ
死
者
、行
方
不
明
者
を
出
し
ま
し
た
。

昭
和
５８
年
９
月
の
台
風
１０
号
災
害
で
は
、
３６
災
害
に

匹
敵
す
る
集
中
豪
雨
に
よ
り
、天
竜
川
の
水
位
が
あ
が
り

周
辺
地
域
を
飲
み
込
み
ま
し
た
。
下
水
処
理
場
も
浸
水

に
よ
り
機
能
停
止
状
態
に
な
り
、
放
流
先
の
な
く
な
っ
た

下
水
は
マ
ン
ホ
ー
ル
を
持
ち
上
げ
各
所
で
吹
き
上
げ
る

事
態
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
風
水
害
は
、
河
川
の
氾
濫

や
崖
の
崩
壊
な
ど
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。そ
し
て
近

年
の
異
常
気
象
の
影
響
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
飯
田
下
伊

那
地
方
で
は
、過
去
の
記
録
か
ら
被
害
が
大
き
か
っ
た
も

の
は
３０
回
に
お
よ
ん
で
い
ま
す
。

▼がけ崩れ

・斜面のひび割れや変形がおきる

・崖から水が吹き出す

・小石がパラパラ落ちてくる

▼土石流

・山鳴りがする

・川が濁り流木が混じりはじめる

・雨が降り続いているのに川の水位が下がる

▼地滑り

・沢や井戸の水が濁る

・地面にひび割れやズレができる

・斜面から水が噴き出す

１０ｍ／毎秒 …

１５ｍ／毎秒 …

２０ｍ／毎秒 …

２５ｍ／毎秒 …

３０ｍ／毎秒 …

傘がさせない

看板やトタン板が飛び始める

小枝が折れる

瓦が飛び、アンテナが折れる

雨戸が外れ、家が倒れる

土砂災害には目に見えた前兆が現れます。そうし
た現象を見たら、すぐその場を離れて安全な場所に
逃げてください。また市役所へご連絡ください。

一般的に浸水の深さが３０㎝以上では車での走行
は困難となります。
５０㎝以上では、浮力により車が浮いたり、車内に
閉じ込められるなど車での避難は危険です。
また道路が寸断されたり、緊急車両の通行を妨
げ、走行時に発生する波が歩行避難に危険を及ぼ
す原因になります。

土砂災害の前兆現象 強風により想定される被害

車での避難の危険性

強風により想定される被害

▼１０秒間の平均風速

飯田市今宮町付近

三六梅雨前線豪雨による天竜川河原地区の被害
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急
傾
斜
地
や
、
土
石
流
、
地
滑
り
の
お
そ
れ
の
あ
る
区

域
を
、知
事
が
法
に
基
づ
き「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」や

「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」に
指
定
し
て
い
ま
す
。

● 傾斜度が３０度以上で高さが５ｍ以上の区域

● 急傾斜地の上端から水平距離が１０ｍ以内の区域

● 急傾斜地の下端から急傾斜地の高さの２倍（５０ｍ以内）
の区域

● 土石等が動いた時に建築物に作用する力が、通常の建築
物が損壊に耐えることのできる力を上回る区域

現在、地区ごとの防災ハザードマップを作成しています。２２年度には

全ての地区が完成します。すでに完成しているものにつきましては、地

区ごとに配布済みです。

マップには、土砂災害（特別）警戒区域や、洪水時における浸水想定

区域、過去に水害を受けた区域を示してあり、あなたのお住まいの地

域がどんな区域に指定されているのか確認出来ます。

また、避難場所や災害時に援護を必要としている施設、避難時の心

得なども掲載しています。万が一に備えて、いつでも持ち出せる場所に

保管してください。

また飯田市ウェブサイトから簡易版をダウンロ

ードできます。パソコン上での閲覧や、印刷が可

能ですのでご活用ください。

市
で
は
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
や
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
に
対
し
て
、
災
害
か
ら
住
民
の
生
命
を
守
る
た

め
、
情
報
伝
達
方
法
や
、
避
難
地
に
関
す
る
こ
と
な
ど
円

滑
に
警
戒
避
難
が
行
わ
れ
る
た
め
の
周
知
、
住
宅
等
の

新
規
立
地
の
抑
制
、
既
存
住
宅
の
移
転
促
進
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

土砂災害警戒区域

土砂災害特別警戒区域

● 土石流が発生する恐れのある渓流において、扇頂部から
下流で勾配が２度以上の区域

● 土石等が動いた時に建築物に作用する力が、通常の建築
物が損壊に耐えることのできる力を上回る区域

土砂災害警戒区域

土砂災害特別警戒区域

● 地滑り区域（地滑りしている区域または地滑りするおそれ
のある区域）

● 地滑り区域下流から、地滑り地の長さに相当する距離
（２５０ｍ以内）

● 土石等が動いた時に建築物に作用する力が、力が作用し
て３０分経過した時点で、通常の建築物が損壊に耐えるこ
とのできる力を上回る区域

土砂災害警戒区域

土砂災害特別警戒区域

急傾斜地

土石流

地滑り

ｈ (イエローゾーン)

(レッドゾーン)

(イエローゾーン)

(レッドゾーン)

(イエローゾーン)

(レッドゾーン)

2010.6.1［広報いいだ］7



●大雨に関する長野県気象情報●気象現象の程度

大雨による土砂災害の
危険度が高まる

重大な災害の
起こる恐れ

災害の
起こる恐れ

大雨による土砂災害の
危険度が高まる

重大な災害の
起こる恐れ

災害の
起こる恐れ

●情報に注意

●広報等情報に注意していつも避難でき
るように準備して下さい
●土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）
の住民は自主避難

●天気予報／雨量状況／
災害情報の確認と避難の判断／
準備をして下さい

●情報に注意

３６災害（昭和３６年６月）や、
台風１０号災害（昭和５８年９月）のような
被害の発生の可能性があります

３６災害（昭和３６年６月）や、
台風１０号災害（昭和５８年９月）のような
被害の発生の可能性があります

●広報等情報に注意していつも避難でき
るように準備して下さい
●土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）
の住民は自主避難

時間

●天気予報／雨量状況／
災害情報の確認と避難の判断／
準備をして下さい

気象情報には、注意報や警報があり、気象庁等から発表されます。
注意報は、大雨や強風などによって災害が起こる恐れがある場合に、注意を喚起するために発表され、
警報は、重大な災害が起こる恐れのある場合に警戒を促すために発表されます。 

気象情報

大雨により土砂災害の危険性が高まったときに気象庁と県が共同
で発表する情報です。大雨による災害に対する警戒を呼びかけます。

土砂災害警戒情報とは

市が発表する避難情報

避難準備、
自主避難の目安に

避難を開始して
ください

危険です、
今すぐ避難を

◆人的被害の発生する可能性が高
まった状態

◆災害時に援護を必要とされる方な
ど、避難に時間を必要とする方が行
動を開始しなければならない段階

◆いつでも避難できるように準備を
整え、災害情報に注意してください

◆お年寄りや子どもはこの段階で避
難所に避難させます

◆人的被害の発生する可能性が明
らかに高まった状態

◆避難行動を開始しなければならな
い段階

◆避難の心得を確認し、家族、近所
で助け合いながら避難所に避難を
開始します

◆前兆現象の発生、現在の切迫した
状況から人的被害の発生する危
険性が非常に高いと判断された状
況、または人的被害の発生した状
況です

◆危険です。速やかに避難所に避難
してください

◆崖の周辺などを避け、あわてず落
ち着いて行動してください

避難情報 発表される状態 皆さんの行動

避難準備情報避難準備情報

避難勧告

避難指示

避難勧告

避難指示

気象庁では、５月２７日㈭から、大雨などの気象警報、注意報を市町村ごとに発表しています。
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■土砂災害情報　（長野県砂防情報ステーション） http://133.105.11.45/

その他防災情報

■天竜川の水位雨量情報　（国土交通省）

http://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/

６
月
６
日
に
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

例
年
ど
お
り
地
震
を
想
定
し
た
防
災
訓
練

は
８
月
２９
日
に
行
わ
れ
ま
す
が
、６
月
は
土
砂

災
害
を
想
定
し
た
訓
練
で
す
。

情
報
伝
達
訓
練
、
避
難
訓
練
、
避
難
所
開

設
訓
練
な
ど
の
訓
練
を
行
う
予
定
で
す
。

丸
山
小
学
校
が
、
訓
練
の
拠
点
会
場
と
な

っ
て
い
ま
す
。

○メール着信時の携帯端末等通信料は、利用者の負担になります。

○携帯電話の設定でインターネットからのメールを受信拒否している場合は、
city.iida.nagano.jpを受信したいメールドメインの項目に登録してください。

返信メールに記載された登録用ホームページの
アドレス（URL）をクリックしてください。

ガイダンスに従って利用者登録をしてください。
（登録完了）333手順

222手順

市では、災害警戒情報をメールで配信してい
ます。このサービスを利用するためには、次
のとおり利用者登録が必要です。
ぜひ登録をしてください。

いいだ安全・安心メール
を配信しています
災害警戒情報のほか、事件・事故情報、不審者情報、行方不明者情報などが配信されます

【登録方法】

携帯電話またはパソコンから、次のアドレスに
空のメールを送信してください。111手順

登録用QRコード

iida.jh@mpme.jp

利用上の
注意

危
機
管
理
・
交
通
安
全
対
策
室

　内
線
２
４
３
２

◆ 

問
い
合
わ
せ 

◆

※火災情報は別の登録になります。

気象庁 国土交通省 長野県

長野地方気象台 天竜川上流河川事務所 県庁

下伊那地方事務所

飯田建設事務所

報道機関

飯田市役所

市民の皆さん 土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）内の皆さん

飯田警察署
飯田広域消防本部
飯田市消防団

◎
広
報
車

◎
防
災
行
政
無
線

◎
メ
ー
ル
配
信

（
安
全
安
心
メ
ー
ル
）

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

各地区
拠点本部

各地区
自主防災会

テレビやラジオ
地域放送で、より身近な
情報が収集できます。

●飯田ＦＭ放送７６.３ＭＨｚ

●飯田ケーブルテレビ
　（地上デジタル放送１２ＣＨ）
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特

集飯
田
市
藤
本
四
八
写
真
文
化
賞
は
、藤
本
四
八
（
飯
田
市
松
尾
出
身
）の
写
真
家
と

し
て
の
業
績
と
功
績
を
称
え
る
と
と
も
に
、
日
本
の
写
真
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
願
っ
て
、平
成
９
年
、市
制
施
行
６０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

２
年
に
一
度
、表
彰
が
行
わ
れ
、こ
の
度
、第
７
回
の
受
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

禅僧の父を持つ寺で生まれ育
ち、産経新聞社に勤務時代に文化
部長だった司馬遼太郎に影響を
受ける。
新聞社を辞めた後、写真家とし

て日本の文化、生活を基調とした
日本人の心を表現。日本文化を
代表する仏像、神社仏閣など、日
本の美を作者の眼で表現した作
品は高く評価されている。平成２０
年、平城京遷都
1,300年を記念
して上野の森美
術館で「井上博
道の眼」展覧会
を開催。
記念にふさわ
しい大展覧
会となった。

■受賞者

井上 博道 氏（奈良市）

推
薦
の
部
の
藤
本
四
八
写
真
文
化
賞
に

は
、
井
上
博
道
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
大
和

路
の
仏
像
・
古
建
築
・
文
化
財
・
風
土
な
ど
を

撮
影
さ
れ
、日
本
の
文
化
、生
活
を
基
調
と
し

た
日
本
人
の
心
の
表
現
に
力
を
注
が
れ
た
作

品
群
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

公
募
の
部
で
は
、
応
募
作
品
４４
点
の
中
か

ら
、
藤
本
四
八
写
真
賞
に
岡
田
勤
さ
ん
の

「
N
a
t
u
r
e
・
m
i
n
d
―
命
の
瞬
き
―
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
地
球
環
境
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
中
で
、
昆
虫
を
通
し
て
生

と
死
の
問
題
を
鮮
や
か
に
表
現
し
た
作
品
と

「
文
化
経
済
自
立
都
市
」を
目
指
す
都
市

像
と
す
る
飯
田
市
で
は
、
平
成
１９
年
３
月
、

環
境
文
化
都
市
宣
言
を
し
ま
し
た
。

本
賞
は
、『
環
境
・
文
化
』と
い
う
テ
ー
マ
に

基
づ
き
、
プ
ロ
写
真
家
と
し
て
写
真
芸
術
活

動
に
貢
献
さ
れ
た
方
を
顕
彰
す
る『
推
薦
の

部
』
と
、
プ
ロ
、ア
マ
チ
ュ
ア
を
問
わ
な
い
応
募

作
品
の
中
か
ら
優
れ
た
作
品
を
表
彰
す
る

『
公
募
の
部
』で
構
成
し
て
い
ま
す
。

飯
田
市
出
身
の
藤
本
四
八
は
、
近
代

社
会
の
成
長
の
中
で
忘
れ
去
ら
れ
が
ち
で

あ
っ
た
日
本
の
文
化
の
こ
こ
ろ
を
、カ
メ
ラ

の
目
を
通
し
て
い
ち
早
く
人
々
に
伝
え
た

写
真
家
で
す
。日
本
の
環
境
や
文
化
の
素

晴
ら
し
さ
を
私
た
ち
に
再
認
識
さ
せ
て
く

れ
た
写
真
家
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

し
て
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。ま
た
、
藤
本

四
八
市
民
奨
励
賞
に
は
、
筒
井
政
美
さ
ん
の

「
い
や
ん
ば
い
で
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。
飯
田

下
伊
那
地
域
の
四
季
折
々
の
豊
か
な
自
然

と
美
し
さ
、こ
の
地
で
生
活
す
る
人
び
と
の
日

常
の
様
子
が
温
か
い
目
線
で
捉
え
ら
れ
、ほ
の

ぼ
の
と
し
た
安
ら
ぎ
や
住
む
人
の
心
の
豊
か

さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
作
品
と
し
て
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

藤本四八 さん

◎
受
賞
作
品
展
覧
会
を
６
月
１３
日
㈰
ま
で
、

美
術
博
物
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
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「大火から生き残った歴史」

■受賞者

斉藤 天 君（奈良市）

「おんべ」

■受賞者

三浦 幸輝 君
（松尾小学校６年生）

「ぼくたち、カメラマン」

■受賞者

大内 健瑠 君
（座光寺小学校５年生）

「燃えろよおんべ」

■受賞者

高根 太朗 君
（鼎小学校３年生）

■受賞者

筒井 政美 氏（喬木村）

「いやんばいで」
（組写真２０点の中から）

■受賞者

岡田 勤 氏（さいたま市）

「Nature-mind －命の瞬き－」（組写真２０点の中から）

■受賞者

熊谷 翔太 君
（八幡町－阿南高校１年生）

「棄てられているものたち」

2010.6.1［広報いいだ］11



オープンした「鉄道交流サロン結
いの駅」

花いっぱいの会場で春の香りを楽しむ（4月24日、25日） 表彰を受け銀メダルを披露する吉川選手

りんご並木の景観や自然と調和するエコハウス

会場となった中央公園では、苗木や花木、盆栽や
庭園木の展示即売会、緑化相談会などが行われ、用
意した３００本の牡丹、西洋シャクナゲ、ハナモモの花
木はまたたく間に完売となりました。ツリークライミン
グの体験なども行われ来場者を楽しませました。

アイススレッジホッケー日本代表として銀メダルを
獲得した吉川守選手に、４月２０日市政功労者表彰を
行い功績をたたえました。
強豪カナダに勝って決勝進出した偉業は、わたし

たちに希望と活力を与えてくれました。

４月２４日、自然エネルギーを活かし

た「りんご並木のエコハウス（２１世紀環

境共生型モデル住宅）」がりんご並木

にオープンしました。（関連記事４月１５

日号）官民協働して低炭素な社会づく

りの活動拠点、中心市街地の賑わいの

場として活かしていきます。

５月８日、飯田駅観光案内所が飯田

駅舎内にオープンしました。観光案内・

情報提供、交流サロン、まち歩きサポー

トのほか、各種企画展示により地域や

ＪＲ飯田線の魅力を発信していきます。

飯田の拠点、発信の場として

第34回飯田都市緑化祭
花と緑に囲まれて

市政功労者表彰
バンクーバーパラリンピックで銀メダル

飯田駅観光案内所開所式
りんご並木のエコハウスオープン

［広報いいだ］2010.6.1 12



地域の将来に対する思いや熱意を語る

親子で楽しむ「にこにこステージ音楽祭スペシャル」

約2,000人が会場に詰めかける

５月８日、リニア中央新幹線飯田駅の

実現を目指した総決起大会が行われま

した。この中で、飯田高校図書委員会

が、地域の文化や特徴ある風景の研究

成果を発表したほか、リニアを見据えた

地域の将来について基調講演やシンポ

ジウムも行われました。

大会の最後に「リニア中央新幹線の

早期実現と飯田駅設置を目指す」とす

る大会決議が採択され、リニア飯田駅

実現に向けた第一歩を踏み出しました。

２年目を迎える「オーケストラと友に音楽祭」が、５月１

日～４日に開催されました。各フィルから直接指導を受

ける音楽クリニックや、オーケストラコンサート。家族みん

なで楽しんだコミュニティコンサートやそよ風コンサート

など、心が響き合う感動のひとときを過ごしました。

クリニックで名フィル団員から楽器の基礎を学ぶ中学生

友に奏でるハーモニー

リニア中央新幹線飯田駅設置総決起大会
大きなうねりを起こして

オーケストラと友に音楽祭2010

2010.6.1［広報いいだ］13



飯田市立病院
〒395-8502 飯田市八幡町438
TEL.0265-21-1255

市立病院　整形外科

松葉  友 幸  医師

骨
粗
鬆
症
と
は
骨
強
度
の
低

下
に
よ
り
、
骨
が
弱
く
な
り
骨

折
し
や
す
く
な
っ
た
状
態
で

す
。
骨
強
度
は
骨
密
度
（
骨
が

ど
れ
だ
け
詰
ま
っ
て
い
る
か
）

と
骨
質
（
骨
の
材
料
が
ど
れ
だ

け
い
い
も
の
か
）
に
よ
っ
て
決

ま
り
ま
す
。

骨
は
成
長
が
終
わ
る
と
、
一

生
同
じ
も
の
と
思
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
実
際
は
生

ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
の
間

に
、
常
に
古
い
骨
の
成
分
を
吸

収
し
新
し
い
骨
を
作
る
と
い
う

過
程
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

そ
の
過
程
で
、
も
し
古
い
骨
の

吸
収
が
新
し
い
骨
を
作
る
量
よ

り
増
え
て
し
ま
っ
た
り
、
古
い

骨
の
吸
収
よ
り
新
し
い
骨
の
作

る
量
が
少
な
く
な
っ
た
り
す
る

と
、
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
骨
が

弱
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

骨
が
弱
く
な
り
、
骨
折
し
や

す
く
な
る
誘
因
と
し
て
以
下
の

も
の
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。①

骨
密
度
の
低
下
②
骨
折
歴

（
５０
歳
以
上
の
骨
折
）③
年
齢

（
高
齢
ほ
ど
危
険
）④
両
親
の
骨

折
歴
（
大
腿
骨
頚
部
骨
折
な
ど
）

⑤
ア
ル
コ
ー
ル
１
日
２
単
位
以

上
⑥
喫
煙
⑦
ス
テ
ロ
イ
ド
の
使

用
（
一
部
の
病
気
に
は
必
要
不

可
欠
な
薬
で
す
）⑧
関
節
リ
ウ

マ
チ骨

粗
鬆
症
の
予
防
の
た
め
に

は
成
長
期
か
ら
高
齢
期
に
至
る

ま
で
の
生
涯
に
わ
た
る
骨
の
健

康
の
維
持
・
増
進
が
重
要
で
す
。

適
度
な
運
動
習
慣
と
カ
ル
シ
ウ

ム
、
ビ
タ
ミ
ン
D
の
摂
取
増
加

が
重
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

骨
粗
鬆
症
の
診
断
に
骨
密
度
検

査
が
あ
り
ま
す
。
検
査
に
よ
っ

て
早
期
に
骨
密
度
低
下
を
発
見

し
、
薬
（
ビ
ス
ホ
ス
ホ
ネ
ー
ト
、

女
性
ホ
ル
モ
ン
製
剤
、
カ
ル
シ

ウ
ム
製
剤
、
ビ
タ
ミ
ン
D
製
剤

な
ど
）
に
て
予
防
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

も
う
す
で
に
骨
粗
鬆
症
と
診

断
さ
れ
、
薬
を
飲
ん
で
い
る
方

も
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
方
の

な
か
で
ず
っ
と
飲
ん
で
い
る
の

に
骨
密
度
が
変
わ
ら
な
い
、
ま

た
は
下
が
っ
た
と
い
う
方
を
外

来
で
拝
見
し
ま
す
。
も
し
そ
の

よ
う
な
結
果
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
数
値
に
は
表
れ
な
い
骨
質

（
骨
の
材
料
が
い
い
も
の
か
ど

う
か
）
が
改
善
さ
れ
る
た
め
、

骨
折
の
予
防
効
果
は
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
落
胆
す
る
こ

と
な
く
し
っ
か
り
飲
み
続
け
る

こ
と
が
大
事
で
す
。

「
骨
粗
鬆
症
」

市 

長

　牧
野
光
朗

そ
の 

６５

地
域
の
思
い
が
結
集
し
た
日

５
月
８
日
の
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
飯
田
駅
設
置
総
決
起

大
会
に
は
、
飯
田
下
伊
那
全

域
か
ら
予
想
を
大
き
く
上
回

る
２
千
人
の
方
々
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

下
條
村
の
伊
藤
村
長
か
ら
も

お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、こ

の
よ
う
に
飯
田
下
伊
那
地
域

が
一
つ
の
思
い
に
結
集
し
て

大
会
を
開
催
し
た
の
は
恐
ら

く
初
め
て
で
は
な
か
っ
た
か
と

思
い
ま
す
。確
か
に
い
く
ら
生

活
圏
、
経
済
圏
を
一
に
し
て

い
る
と
言
っ
て
も
、
香
川
県
や

大
阪
府
を
上
回
る
広
大
な
面

積
を
有
し
、
山
、
里
、
街
そ
れ

ぞ
れ
の
生
活
を
ベ
ー
ス
に
多

様
性
に
富
ん
だ
住
民
性
を
特

徴
と
す
る
当
地
域
に
あ
っ
て

は
、こ
う
し
た
大
会
は
な
か
な

か
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。ご
協
力
い
た
だ
い
た
全

て
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
大
会
に
お
集
ま
り
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
に
は
、白
と
青

の
リ
ニ
ア
カ
ラ
ー
を
結
び
に

し
た
水
引
の
ブ
ロ
ー
チ
を
付

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の

結
び
は
、一
丸
と
な
っ
た
私
た

ち
飯
田
下
伊
那
の
横
の
つ
な

が
り
の
み
な
ら
ず
、先
人
た
ち

か
ら
現
在
の
私
た
ち
、そ
し
て

こ
の
地
域
の
将
来
を
担
う
次

の
世
代
へ
と
連
な
る
縦
の
結

び
つ
き
も
象
徴
し
て
い
ま
す
。

本
大
会
で
示
し
た
当
地
域

の「
結
い
の
力
」を
持
続
さ
せ
、

リ
ニ
ア
飯
田
駅
が
、
長
野
県
、

三
遠
南
信
の
両
圏
域
に
で
き

る
だ
け
大
き
な
プ
ラ
ス
の
効

果
を
も
た
ら
す
よ
う
、
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
検
討
を
進
め
て
い

く
所
存
で
す
。
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バドミントン選手になりたい

感
動
し
た
こ
と

　私は、３年生の時からバドミントンをやっ

ています。始めたころは、こんなに夢中にな

るとは思っていませんでした。

　それが今では、毎週ある練習がとても楽し

みです。

　バドミントンで最高と感じる時は、対戦相

手に勝った時や自分の思いどおりのショット

が打てた時です。

　これからも、たくさん練習してバドミントンの選手になれる

ようにがんばりたいです。

山里を整備し
「薪」の普及に取り組む

　地球温暖化の危機が叫ばれ、温室効
果ガスの排出が世界的な問題となって
います。その点、薪はバイオマスの
ルールに適合したエコ燃料。薪が燃え
るときに排出する二酸化炭素は木が大
気中から吸収したもので、結果として
二酸化炭素の量はプラスマイナスゼロ
になり、地球温暖化に影響を与えない
ということなのだそうです。
　ところで、私たちの住む千代地区は
山里で、いたるところに「木」があり
ます。しかし、木は重く、木を切ると
いう作業には相当な体力が必要となり
ます。そして、大きな危険も伴いま

す。それなのに、山の持ち主はどんど
ん高齢化していて、それにつれて山に
人の手が入らなくなり、だんだんと山
は荒れてきています。
　そういった状況を踏まえて、私たち
はチームを組み、農閑期である冬から
春にかけて、山の木を伐採して薪に加
工し、２００９年からインターネット
を通じて主に東海地区の薪ストーブ
ユーザーを対象に販売を開始いたしま
した。しかし、課題はやはり作業者の高齢
化です。今後は、若い方々の参加を得な
がら活動していきたいと思います。

http: / /shinsyu-net .com/maki/
（「信州　薪販売」で検索）

南信州千代の山里の薪販売

林　隆久 さん

さかい ゆう

酒井　優 さん
（丸山小６年）

先月の平栗雅代 さん（松尾）からのリレー

はやし たかひさ

み
や
け

て
る
ひ
こ

　あ
る
時
、
ふ
と
小
さ
な
雑
草
の
花
が
目

に
と
ま
り
ま
し
た
。
青
紫
の
小
さ
な
花
。

そ
れ
が
と
て
も
美
し
く
、
そ
し
て
愛
ら
し

く
私
の
目
に
は
映
り
、
普
段
は
気
に
も
し

な
い
こ
ん
な
雑
草
が
、
き
れ
い
な
花
を
咲

か
せ
る
も
の
だ
と
感
動
し
て
い
る
自
分

に
、
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　昨
年
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
し
て
、
何
か

と
慌
た
だ
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
さ
さ
い
な
事
で
も
感
動
で
き
た
り
感

謝
を
で
き
る
よ
う
に
、
心
に
ゆ
と
り
を
持

ち
た
い
も
の
だ
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で

す
。　と

こ
ろ
で
、
今
月
４
日
か
ら
１０
日
は
歯

の
衛
生
週
間
で
す
。
歯
を
大
切
に
し
て

﹁
お
口
の
中
か
ら
は
じ
め
る
健
康
づ
く

り
﹂
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

三
宅
輝
彦
さ
ん（
伊
賀
良
）

※広報いいだ５月１日号の内容に誤りがありました。
　お詫びして訂正いたします。
飯田カネト合唱団

林　晃さん
はやし あきら

飯田カネト合唱団

林　晃さん
はやし のぼる→ ○正
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市
で
は
、
１０
月
１
日
か
ら
福

祉
医
療
費
給
付
事
業
（
※
）
の

受
給
者
負
担
金
を
、
診
療
報
酬

明
細
書
（
レ
セ
プ
ト
）
１
枚
に

　
平
成
２２
年
度
の
市
・
県
民
税

納
税
通
知
書
を
６
月
中
旬
に
お

送
り
し
ま
す
。

※
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
の
方

は
勤
務
先
か
ら
税
額
通
知
書

　
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

▼
夜
間
の
電
話
相
談

○
期
間　

６
月
１１
日
㈮
～
１６
日
㈬

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

○
時
間

　
午
後
８
時
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課

　
市
民
税
係

　
内
線
５
１
６
２

　
子
ど
も
手
当
を
受
け
て
い
る

方
は
、毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」

を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
６
月
１
日
に
お
け
る
状
況
を

記
載
し
、
子
ど
も
手
当
を
引
き

続
き
受
給
す
る
要
件
が
あ
る
か

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
該
当
す
る
方
に
は
、
６
月
９

日
頃
に
「
現
況
届
」
用
紙
を
お

つ
き
３
０
０
円
か
ら
５
０
０
円

に
引
き
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
事
業
を
将
来
に
わ
た
り

持
続
可
能
な
も
の
に
し
て
い
く

た
め
の
変
更
と
な
り
ま
す
の
で

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
受

給
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
受
給
者

証
の
更
新
時
に
個
別
に
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

※
子
ど
も
、
心
身
に
障
が
い
の

あ
る
方
、
母
子
家
庭
父
子
家

庭
の
方
な
ど
を
対
象
に
、
病

院
・
薬
局
・
歯
医
者
な
ど
に

支
払
っ
た
医
療
費
の
一
部
を

助
成
す
る
制
度

▼
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課

　
医
療
給
付
係

　

　
内
線
５
５
２
５
～
５
５
２
７

福
祉
医
療
費
給
付
事
業

受
給
者
負
担
金
の
変
更

市
・
県
民
税

納
税
通
知
書
を
発
送

送
り
し
ま
す
の
で
、
記
入
押
印

し
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

　

　
子
ど
も
手
当
受
給
者

▼
提
出
先

　
市
民
課
、
子
育
て

支
援
課
、
り
ん
ご
庁
舎
市
民

証
明
コ
ー
ナ
ー
、
各
自
治
振

興
セ
ン
タ
ー

▼
提
出
期
限

　
６
月
３０
日
㈬

▼
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課

　
家
庭
係

　
内
線
５
３
４
６
・
５
３
４
７

子
ど
も
手
当
の
現
況
届

を
ご
提
出
く
だ
さ
い
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ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
年

２
回
発
生
し
て
桜
や
ク
ル
ミ
、

桑
な
ど
を
食
害
し
ま
す
。
樹
木

の
所
有
者
は
、
防
除
期
間
を
目

安
に
樹
木
を
点
検
し
て
く
だ
さ

い
。
食
害
が
あ
っ
た
場
合
は
、

所
有
者
が
責
任
を
も
っ
て
防
除

し
、
被
害
を
拡
大
さ
せ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
防
除
期
間
（
点
検
時
期
）

○
第
一
化
期
６
月
上
旬
〜
下
旬

○
第
二
化
期
８
月
上
旬
〜
下
旬

▼
点
検
方
法

ふ
化
し
た
幼
虫
は
糸
を
吐
い

成
年
後
見
制
度
相
談
会

の
開
催

　
成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知

症
や
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な

ど
に
よ
っ
て
物
事
を
判
断
す
る

能
力
が
十
分
で
は
な
い
方
（
本

人
）
に
援
助
者
を
選
び
、
本
人

の
権
利
を
守
る
た
め
の
制
度
で

す
。
成
年
後
見
制
度
の
説
明
や

制
度
利
用
に
必
要
な
費
用
・
手

続
き
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し

た
り
、
制
度
利
用
に
関
わ
る
相

談
を
お
受
け
し
ま
す

▼
日
時

　
６
月
１２
日
㈯

　
受
付
午
後
０
時
３０
分
〜

▼
場
所

　
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田

　
３
階
会
議
室
（
東
栄
町
）

て
巣
を
作
り
、
１２
日
間
く
ら

い
群
集
し
て
い
ま
す
。
初
め

は
葉
脈
だ
け
を
残
し
て
食
害

す
る
の
で
、
食
害
を
受
け
た

葉
は
透
け
て
見
え
ま
す
。

▼
巣
の
処
分
方
法

巣
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
幼

虫
ご
と
枝
を
切
り
取
り
、
踏

み
つ
ぶ
す
か
、
焼
却
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
農
薬
防
除

虫
が
分
散
し
た
と
き
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
樹
木
に
適
し
た
農

薬
を
使
用
し
、
濃
度
、
使
用

量
、
回
数
や
散
布
時
期
な
ど

薬
剤
の
ラ
ベ
ル
に
記
載
の
あ

る
説
明
文
を
よ
く
読
ん
で
適

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

か
ら
樹
木
を
守
ろ
う

正
な
使
用
方
法
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

※
散
布
に
あ
た
っ
て
は
、
風
の

な
い
時
間
帯
に
行
う
な
ど
、

　
十
分
な
配
慮
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

▼
防
除
車
の
貸
し
出
し

共
同
防
除
を
行
う
場
合
、
防

除
車
を
貸
し
出
し
ま
す
。
環

境
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課

　
環
境
衛
生
係

　
内
線
５
２
４
１
・
５
２
４
２

▼
相
談
対
応

み
な
み
信
州
後
見
ネ
ッ
ト
に

所
属
す
る
弁
護
士
、
司
法
書

士
、
社
会
福
祉
士

▼
相
談
料

　
無
料

　
　
　
　
　

▼
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課

　
障
害
福
祉
係

　
　

　
内
線
５
３
１
１

　
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室

が
、
阿
智
村
清
内
路
の
史
料
調

査
や
歴
史
研
究
の
成
果
を
ま
と

め
ま
し
た
。
第
１
部
で
は
、
阿

智
村
清
内
路
所
在
文
書
の
調
査

と
旧
清
内
路
村
役
場
文
書
の
保

存
・
調
査
の
概
要
を
報
告
し
て

い
ま
す
。
第
２
部
は
、
院
生
･

学
部
生
・
歴
史
研
究
所
研
究
員

な
ど
に
よ
る
論
文
や
研
究
ノ
ー

ト
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
編
集

　
山
田
俊
幸
ほ
か

▼
発
行

　
東
京
大
学
大
学
院
人

文
社
会
系
研
究
科
･
文
学
部

日
本
史
学
研
究
室

※
飯
田
市
歴
史
研
究
所
ま
た
は

飯
田
市
中
央
図
書
館
で
閲
覧

可
能
で
す
。（
非
売
品
）

▼
問
い
合
わ
せ

　
飯
田
市
歴
史
研
究
所

０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０

「
清
内
路 

歴
史
と

文
化

　
」
を
発
刊
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▼
業
務
内
容

　
展
示
室
で
の
監
視
業
務

▼
募
集
人
数

　
１
人

▼
応
募
資
格

　
美
術
、
歴
史
に
興
味
の
あ
る

　
方

▼
勤
務
時
間

　
半
日
勤
務

○
午
前
９
時
１５
分
～

　
午
後
１
時
１５
分

○
午
後
１
時
～
５
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
勤
務

が
あ
り
ま
す
。

▼
採
用
予
定
日

　
７
月
１
日
㈭

▼
賃
金　

半
日

　
２
７
２
４
円

　
（
通
勤
手
当
あ
り
）

▼
試
験
内
容

　
面
接

▼
応
募
方
法

　
市
販
の
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
郵
送
可
。

▼
募
集
締
切

　
６
月
１８
日
㈮
（
必
着
）

▼
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
３
９
５
―
０
０
３
４

　
飯
田
市
追
手
町

　
２
―
６
５
５
―
７

　
飯
田
市
美
術
博
物
館

０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

市
議
会
の
傍
聴
に

お
越
し
下
さ
い

　

市
議
会
に
は
定
期
的
に
行
わ

れ
る
「
定
例
会
」
（
３
月
、
６

月
、
９
月
、
１２
月
）
と
必
要
に

応
じ
て
開
か
れ
る
「
臨
時
会
」

が
あ
り
、
議
案
や
請
願
・
陳
情

等
が
審
議
さ
れ
ま
す
。

　
本
会
議
は
個
人
、
団
体
が
自

由
に
傍
聴
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
議
会
に
は

総
務
文
教
委
員
会
、
社
会
委
員

会
、
産
業
経
済
委
員
会
、
建
設

環
境
委
員
会
の
各
常
任
委
員
会

や
特
別
委
員
会
が
置
か
れ
、
委

員
長
の
許
可
に
よ
り
傍
聴
が
可

能
で
す
。

　
市
議
会
は
市
政
運
営
や
議
会

活
動
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
ぜ
ひ

傍
聴
に
お
越
こ
し
く
だ
さ
い
。

事
前
予
約
は
不
要
で
す
が
、
団

体
な
ど
大
勢
で
の
傍
聴
は
事
前

に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
第
２
回
定
例
会
の
主
な
日
程

○
開
会

　
５
月
３１
日
㈪

○
一
般
質
問

　
６
月
１０
日
㈭
・
１１
日
㈮

○
総
務
文
教
委
員
会

６
月
１５
日
㈫

○
社
会
委
員
会

６
月
１６
日
㈬

○
産
業
経
済
委
員
会

６
月
１７
日
㈭

○
建
設
環
境
委
員
会

６
月
１８
日
㈮

○
閉
会

　
６
月
２３
日
㈬

※
開
会
時
間
等
の
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
飯
田
市
議
会
事
務
局

　
内
線
２
６
１
３　

　
暴
力
団
な
ど
か
ら
不
当
な
要

求
を
受
け
て
お
困
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー

の
弁
護
士
な
ど
が
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
。
相
談
無
料
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。
な
お
、
事
前
の

予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

希
望
さ
れ
る
方
は
、
あ
ら
か
じ

め
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
６
月
１５
日
㈫

　
午
後
１
時
～
４
時

▼
場
所　

市
役
所
２
０
２
号
会
議
室

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー

０
２
６（
２
３
５
）２
１
４
０

　
市
役
所

　
暴
力
追
放
対
策
室

　
内
線
２
４
３
３

男
女
共
同
参
画
週
間

　

男
性
と
女
性
が
職
場
や
学
校

地
域
、
家
庭
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る

の
が
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

で
す
。
こ
の
実
現
の
た
め
に
は 

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。
こ
の
機
会
に

私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
間　

６
月
２３
日
㈬
～
６
月
２９
日
㈫

▼
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
話
そ
う
、
働
こ
う
、
育
て

よ
う
。
い
っ
し
ょ
に
」

▼
問
い
合
わ
せ

　
男
女
共
同
参
画
課

　
内
線
５
３
５
１

美
術
博
物
館
の
監
視
員

民
事
介
入
暴
力
相
談
所
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人
事
院
・
国
税
庁
で
は
「
税

務
職
員（
Ⅲ
種
）採
用
試
験
」
の

受
験
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
採
用
後
は
、
税
務
大
学
校
で

約
１
年
間
、
大
学
水
準
の
教
養

と
税
務
の
専
門
知
識
を
習
得
し

研
修
終
了
後
は
、
各
国
税
局
管

内
の
税
務
署
に
勤
務
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

▼
受
験
資
格

　

平
成
元
年
４
月
２
日
～
平
成

５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

▼
受
験
受
付
期
間

　
６
月
２２
日
㈫
～
２９
日
㈫

▼
問
い
合
わ
せ

　
飯
田
税
務
署

　
総
務
課

０
２
６
５（
２
２
）１
１
６
５

税
務
職
員
︵

　
種
︶

採
用
試
験
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飼
い
主
の
皆
さ
ん
が
犬
を
正

し
く
理
解
し
、
必
要
最
低
限
の

ル
ー
ル
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　
７
月
４
日
㈰

　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

▼
場
所

　
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
東
栄
町
）

▼
費
用

　
１
０
０
０
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

飯
伊
動
物
愛
護
会

（
飯
田
保
健
福
祉
事
務
所
内
）

０
２
６
５（
５
３
）０
４
４
６

愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室

　
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
開
業
・

集
客
・
運
営
の
基
本
と
成
功
の

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま

す
。
全
３
回
の
講
座
で
す
。

▼
対
象

　
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を

　
開
業
し
た
い
方
や
開
業
を
計

画
し
て
い
る
方
。
ま
た
は
、

　
開
業
し
て
い
る
が
運
営
に
不

安
を
持
っ
て
い
る
方
。

▼
日
時

　
６
月
３０
日
㈬

　
７
月
７
日
㈬

　
７
月
１４
日
㈬

　
午
後
７
時
～
９
時

▼
場
所

　

　
り
ん
ご
庁
舎
３
階
会
議
室

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

開
業
講
座

　
市
内
の
ひ
と
り
親
家
族
な
ど

の
方
を
対
象
に
、
ピ
ザ
作
り
の

体
験
学
習
を
開
催
し
ま
す
。
親

子
で
お
い
し
い
ピ
ザ
を
作
り
ま

せ
ん
か
。

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

   

６
月
２０
日
㈰

　
午
前
１０
時
～
午
後
１
時

▼
場
所

　

　
か
ざ
こ
し
子
ど
も
の
森
公
園

　
（
食
の
工
房
）

▼
参
加
費

　
無
料

▼
申
込
締
切

　
６
月
１５
日
㈫

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課

　
家
庭
係

　
内
線
５
３
４
７

親
と
子
の
い
き
い
き
講

座
︵
ピ
ザ
作
り
︶

▼
講
師

　
星
井
あ
き
子
さ
ん
、

大
和
守
さ
ん

（
㈱
ど
っ
と
エ
イ
ド
）

▼
受
講
料

　
５
０
０
０
円

▼
定
員

　
２０
人

▼
申
込
方
法

　

　
６
月
２５
日
㈮
ま
で
に
電
話
で

ご
連
絡
下
さ
い

（
受
付
は
月
、
水
、
金
曜
日
の

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
い
い
だ
応
援
ネ
ッ
ト

　
イ
デ
ア
事
務
局

０
２
６
５（
５
６
）９
３
３
５

h
ttp://w

w
w
.iida-idea.jp/

○
商
業
・
市
街
地
活
性
課

　
内
線
４
８
７
０

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

入
門
教
室

　

飯
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
入
門
教
室
の
受
講
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
が
読

め
こ
と
が
で
き
る
本
や
印
刷
物

を
少
し
で
も
増
や
す
た
め
、
点

訳
を
基
礎
か
ら
学
ん
で
一
緒
に

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
者

　
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
興
味
の
あ
る
方

▼
期
間

７
月
８
日
か
ら
９
月
１６
日
ま

で
の
毎
週
木
曜
日
（
８
月
１２

日
を
除
く
）

▼
時
間

　

　
午
前
９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

　
全
１０
回

▼
場
所　

さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田

　
第
１
、
２
講
習
室

▼
定
員

　
１５
人

▼
参
加
費

　

　
テ
キ
ス
ト
代

　
６
３
０
円

※
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
締
切

　
７
月
２
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

飯
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
飯
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
内
）

０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
１

最新デジタル機をプラネタリウムにもちこみ、
ドームいっぱいに映し出された映像を楽しみます。
皆さんを異次元の世界へ誘います。無料！
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●たんぱく質

５.８g
●脂質

２.６g
●塩分

１.９g

ベーコン

新玉ねぎ

春キャベツ

薄口しょうゆ

酒

みりん

水

４枚

１個

１/２個

大さじ２

大さじ２

大さじ２

カップ２

１１２
ｋｃａｌ

①ベーコン１㎝幅に切る。

②たまねぎは縦半分に切ってから１.５㎝
幅に切る。

③キャベツは芯をとってザク切りにする。

④鍋にキャベツ、玉ねぎ、ベーコンを入
れる。

⑤水を注ぎ、酒、みりんを加えてふたを
し、ひと煮立ちさせる。

⑥火を弱めて６～７分間煮る。

⑦薄口しょうゆを回しいれてサッと煮る。

作り方 作り方 

材料（４人分）

エネルギー

新玉ねぎのさっと煮

旧飯田町に、大正末期から戦後を通して生活した４人の方
の体験をもとに、当時の庶民の生活や都市空間などを再現し
ました。主税町、銀座、扇町、箕瀬町などに暮らし、タクシー業、
電話交換手、呉服店、下駄屋などで生活を営んできた方々の
往時の興味深いお話を聞くことができます。

地域史叙述に取り組む全国各地の公的機関・大
学・NPOなどが、個別の活動事例を紹介しつつ、地域
史と「地域社会」のこれからを話し合った記録集です。

歴史研究所新刊書籍の紹介
『
地
域
史
の
現
在
』

『
聞
き
書
き

　

―

飯
田
町
の
暮
ら
し
４―

』

〜
大
正
昭
和
期
・
飯
田
町
の
社
会
史
〜

飯
田
市
歴
史
研
究
所
近
現
代
史
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　編

B
５
判
・
１
３
３
頁

定
価
／
５
０
０
円
（
税
込
み
）

地
域
史
惣
寄
合
呼
び
か
け
人

　編

飯
田
市
歴
史
研
究
所
年
報
別
冊

B
５
判
・
１
３
１
頁

定
価
／
８
０
０
円
（
税
込
み
）

飯田市歴史研究所
　０２６５-５３-４６７０　　０２６５-２１-１１７３

調理時間：２０分
朝
食
と
笑
顔
が

今
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

食
育
シ
リ
ー
ズ

　そ
の
３

往時の興味深いお話を聞くことができます。

未就学のお子様の入場をご遠慮いただいております。託児コーナー（無料・完全予約制）
をご用意しておりますので、８月２０日㈮までに飯田文化会館までお申し込みください。

問い合わせ

森のかみしばい劇場森のかみしばい劇場森のかみしばい劇場森のかみしばい劇場

かざこし子どもの森公園
飯田文化会館

★おはなしくらぶおおきな木
　「こねこのしろちゃん」　ほか

★モーリー君の紙芝居
　「姫宮物語／さんまいのおふだ」

★人形座あん
　「おっとっと／くねくねゆらゆら」

★モンクール
　「どっちだ」　ほか

■日　時：7月4日（日）
　　　　 午前１０：００～午後３時頃
■場　所：かざこし子どもの森公園
■参加料：１００円（大人も子供も同額・３歳未満は無料）

一日全部かみしばい。笑いと感動のかみしばい。
親子でお楽しみ下さい。

出演団体と上演作品

０２６５-５９-８０８０
０２６５-２３-３５５２

人
は
み
ん
な
一
粒
の
種

th Anniversary４５ 加
藤
登
紀
子
コ
ン
サ
ー
ト

加
藤
登
紀
子
コ
ン
サ
ー
ト

多
く
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
世
に
送
り
出
し
、

今
年
デ
ビ
ュ
ー
４５
周
年
の
節
目
を

迎
え
る
加
藤
登
紀
子
。

心
に
し
み
る
歌
声
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

多
く
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
世
に
送
り
出
し
、

今
年
デ
ビ
ュ
ー
４５
周
年
の
節
目
を

迎
え
る
加
藤
登
紀
子
。

心
に
し
み
る
歌
声
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

８月２９日（日）
START／１６：３０

★飯田文化会館ホール
★チケット価格：全席指定 S席 ５,５００円、
　　　　　　　　　　　　　　　　A席 ４,５００円（２階席後方）
■チケット電話先行予約：６月１３日㈰　１０：００～１４：００

　 ０２６５-２３-３６１３　（一通話４枚まで。また規定の枚数になり次第終了。）
■チケット発売日：

６月２７日㈰ 　１０：００～　（発売日当日のみ、お一人様４枚まで）

■プレイガイド
平安堂飯田店・平安堂座光寺店・飯田文化会館
（以上３カ所は、窓口販売のみ）
チケットぴあ（Pコード：１０８-６００）　　■：０５７０-０２-９９９９

★飯田文化会館ホール
★チケット価格：全席指定 S席 ５,５００円、
　　　　　　　　　　　　　　　　A席 ４,５００円（２階席後方）
■チケット電話先行予約：６月１３日㈰　１０：００～１４：００

　 ０２６５-２３-３６１３　（一通話４枚まで。また規定の枚数になり次第終了。）
■チケット発売日：

６月２７日㈰ 　１０：００～　（発売日当日のみ、お一人様４枚まで）

■プレイガイド
平安堂飯田店・平安堂座光寺店・飯田文化会館
（以上３カ所は、窓口販売のみ）
チケットぴあ（Pコード：１０８-６００）　　：０５７０-０２-９９９９

問い
合わせ

昭和３５年知久町商店街昭和３５年知久町商店街
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大豆油インキを使用し、環境に配慮した広報紙作りに努めています。古紙配合率100％白色度70％の再生紙

飯田市の人口（5/1現在）■人口＝105,450人（前月比＋78）男50,434人／女55,016人  ■世帯＝37,935戸（前月比＋134）
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